
目
次

一
、
寫

眞

三
葉

一
、
降

灰
試
驗

地
之

略
圖

(
西
櫻

島
村

白
濱

)

一
、
降

灰
試

験
區

撰
定

一
、

試
驗

之
目

的

一
、

試
驗

之
種

類

一
、
降

灰
試
驗
區

肥

料
表

一
、
全

上
對

照
區

肥

料
表

一
、
試
驗
區
對

照
區

之

肥
料
價

格

表

一
、

栽
培

状
況

一
、
發

育

状
況

附
　

各
作

物

の
各

月
状

況
表

の

一
、

二一

、
收

穫









白
濱
降灰試

驗
池略圖 白降灰試験池略圖



白濱降灰試
驗
地地割



西
櫻
島
村
字
白
濱

に
於
け
る
降
茨
地
作
物
試
驗

成
績

助
教

授

安

齋

眞

一
、

降
灰
地
試
驗
區

撰
定

大
正
三
年
四
月
十
四
日
本
校

に
於
け
る
噴
火
に
關
す

る
調
査

曾
に
於
て
櫻
島
降
灰
地
に
作
物
栽
培
試
験
區

を
設
く
る
の
議
起

り
仝

月
二
十
三
日
迄
数
回
の
實
地
踏
査

の
上
、
西
櫻
島
村
字
白
濱
竹
内
源
次
郎
所
有
地
約

一
反
歩
を
以
て
試
驗

地
と

定
む

一
、
試
驗

の
目
的

櫻
島
噴

火

の
結
果
從
來
肥
沃
の
農
地
は
鎔

岩
及
降
灰

の
爲

め
埋
沒

せ
ら
れ
不
毛

の
荒
廢

地
と

な

る
か
、
或
は
復
舊

の
見
込
あ

る
も
工
事
費
多
大
に
し
て
資
力
少
き
農
家

に
あ
り
て
は
到
底
之
れ
が
負
擔

に
堪
え
ず

空
し
く
放
棄
す
る
か
、
よ
し
幸
に
し
て

此
の
害
少
く
し
て
作
物
栽
培
せ
ら
る

＼
も
時

々
の
降
灰
の
霜
め
作
物

の
成
育
を
害
し
甚
し
き
は
全

く
作
物
を
枯
死
せ
し
む
る

に
至
る
、
仍

て
本
試
驗

は
特

に
降
灰
の
深
き
地
を
相
し
其
儘
起
耕
し
て
堆
肥
を
多
施
し
以
て
地
力

の
恢
復
を
計
り
併
せ
て
降

灰

の
被
害
を
試
驗

せ
ん
と

欲
す

一
、
試
驗

種
類



但
し

一
區
は
各
十
坪
と

す
降
灰
地
作
物
試
驗
區

肥
料

(當
反
量
)



三



四

以
上
各
區

の
肥
料
は
専
ら
降
灰
地
の
地
力
恢
復
を
目
的
と

し
て
施
し
た
る
も

の
な
る
が
就
中
堆
肥
は
普
通
田
畑
に
施
用
す
る
約

三
、
四
倍

の
割
合
と

し
、
此
を
施
用
す

る
に
は
降
灰
地
を

其
儘
起
耕

し
堆
肥
量
の
約
三
分
の
二
を
地
面
全
体

に
振
り
撤
き
再

ひ

畑
打
ち
し
て
之
を
鋤
込
む
も
の
と
す
、
残
り
三
分
の

一
の
堆
肥
は
他
の
肥
料
と

配
合
し
て
普
通
の
方
法
に
て
施
し
た
る
も
の
な

り
降
灰
地
作
物
試
驗
對

照
區
肥
料

(
當
反
量
)



以
上
對
照
區

肥
料
は
普
通

畑
地
に
施
用
す

る
標
準
量
に
し
て
前
者
の
肥
料
區
と
對

照
比
較
を
な
し
併
せ
て
非
降
灰
地
と

の
比
較

を
な
さ
ん
と
す

次
に
肥
料
試
験
區
と
仝
對

照
區
と

の
肥
料
價
格

及
肥
料

の
三
要
素
分

の
差
格

を
表
記
せ
ん

降
灰
地
作
物
試
驗
區

肥
料
及
仝
對

照
區

肥
料
と

の
差

(當
反
量
)

五



六



但
し
便
宜
上
甲
區

を
試
驗
區

、
乙
區
を
對

照
區
と

假
定
す

一
、
栽

培

（

一
）、
試
驗

地
の
爆
發

前
後

に
於
け
る
状
況

同
地
は
白
濱
の
民
家
を
距
る
僅
か
に

一
町
足
ら
ぬ
場
所
に
し
て
北
北
東
に
向

ひ
緩
漫
な
る
傾
斜
を
な
し
爆
發
前
に
は
屈
指
の
煙

草
及
西
瓜

の
産

地
な
り
、
然
る
に
降
灰
後
は
輕

石
及
火
山
灰
堆
積
し
て
約
二
尺
余

に
及
び
加
之
其
後

の
降
雨
に
て
細
砂
及
降
灰

は
洗

ひ
流

さ
れ
て
全
く
の
輕
石
原
こ
な
り

之
れ
が
復
舊

工
事

に
は
當
反
五
拾
餘

圓
を
要
す

る
に
至
る
、
故

に
多
く
其
儘
に
放
棄

し
置

き
た

る
土
地
な
り

（
二
）

、

整

地

前
述
の
地
を
約

一
反
歩
鍬

に
て
打
起
し
恰
か
も
河
岸
の
礫
原
を
開
墾
す
る
が
如
き
觀

あ
り

、

一
區
拾
坪
(長
さ
五
問
幅
二
間
)
の

地
割
を
な
し
畦
畔
を
作

る

（三
）、

播

種

播
種
の
準
備

は

一
般

の
揚
合
ご
同

一
に
し
て
播
種
期
は
左
の
如
し

落
花
生
、
大
豆
、
里
芋
、
大
根
、
陸
稻
、
蕎
麥

の
六
種
は
五
月
十
三
日
午
後
播
種
す

落
花
生
　
大
粒
種
、
大
豆
　
夏
大
豆
　
五
月
二
十
一
日
發
芽
す

七



八

里

芋
　

黒
南
京

大

根

時
な
し

大

根

陸

稻
　

霧

嶋

五
月
二
十
日
發
芽
す

蕎
麥
　

夏
蕎
麥

五
月
二
十
八
日
甘
藷

苗
及
煙
草
苗
を
便
船

に
托
し
て
櫻
島

に
送
り
仝

月
三
十
日
試
驗

地
に
定
植
す

粟
は
八
月
五
日
播
種
し
八
月
十

一
日
發

芽
す

一
、
發

育
状
況

◎
落
花
生
區

發
芽
に
は
別
に
故
障
な
き
も
發
芽
後

葉
莖

の
伸
長
鈍
く
常
に
黄
色
を
呈
し
て
緑
色
な
し
、
之
を
引
抜
き
て
根
を
檢

す
る
に
根
瘤

バ
ク
テ
リ
ヤ
の
寄
生
な
く
根

の
先
端
伸
長
止
り
て
成
長

の
見
込
な
し
、
而
し
て
開
花
す
る
も
結
實
す

る
に
至
ら
ず

し
て
八
月
十

六
日
の
暴
風
雨

に
て
絶
滅
す

一

◎
大
豆
區

落
花

生
と
同
じ
く
發

芽
に
は
何
等
異
状
な
き
も
成
長
は
誠

に
遲
く
葉
莖

は
黄
色
を
呈
し
發

育
極
め
て
不
良

な
り
、
之
れ
を
引
抜

き
根
を
檢

す
る
に
根
瘤
バ
ク
テ
リ

ヤ
の
寄
生
な
く
爲

め
に
發
育
不
良
な
り
と

認
む
、
莖

丈

一
尺
足
ら
す

に
し

て
八
月
二
十
三
日

の
暴
風
雨
に
て
全
滅
す



要
す

る
に
降
灰
中
に
は
根
瘤
バ
ク
テ
リ

ヤ
の
存
在
な
き
た

め
荳
科
植
物
の
成
育
は

一
般

に
不
良
な
り
と

認
む
、
故
に
非
降
灰
地

の
耕
土
を
混
合
せ
ば
或
は
可
な
ら
ん

◎
里
芋
區

里
芋

に
あ
り
て
は
時

々
の
降
灰
も
別
に
被
害
な
く
試
驗
區

附
近

の
復
舊

畑
の
も
の
と
比
す
れ
ば
大
差
な
く
成
育
良

好
な
り
、
然

れ
ど

も
莖

丈
低
く
分
蘗

殆
ん
ど

な
く
親
芋
の
肥
大
と

な
る
の
み
、
復
舊

畑
も
亦
同
様
な
り
、
之
れ
を
試
食
す
る
に
繊
維
固
く
味

亦
不
良
な
り

◎

大
根
區

發
芽
し
た
る
も
降
灰
は
水
分
の
保
持
困
難
な
る
爲

め
梅
雨
後

の
旱
天
に
て
途

に
乾
燥
枯
死
す

(
七
月

一
日
の
灰
雨
に
て
)

大
根
は
成
育
期
間
水
分
多
用
の
も

の
な

れ
ば
降
灰
地
の
如
き
水
分
保
持
惡

し
き
土
地
に
於

て
は
當
分
見
込
な
き
も
の
と
認
む

◎

陸
稻
區

發
芽
は
別
に
故
障
な
き
も
成
育
遲

緩
に
し
て
草
丈
充
分
な
ら
す
、

然
れ

ざ
も
降
灰
丈
に
て
は
別
に
成
育

に
差
し
た

る
害
な
き
も

灰
雨
の
時
に
は
葉

の
先
端
黄
枯
す
る
こ
と

あ
り
、
七
月
二
日
根
を
引
き
抜
き
て
檢
す

る
に
細
根
多
く
能
く
堆
肥
中

に
入
り
込
み

て
七
、
八
本
よ
り

多
き
は
十
本
以
上
に
分
蘗

す
、
十

一
月
中
旬
刈
取
た
る
に
草
丈
短
き
も
結
實
せ
る
穗
多
し

但
し
當
年
の
米
作
櫻
島
降
灰
を
被
り

た
る
地
方
は
殆
ん
ど

無
收

た
り
し
も
當
試
驗

の
み
は
少
量
な
か
ら
も
收

穫
す
る
こ
と
を
得

た
る
は
珍
ら
し

九



一
〇

◎
蕎
麥
區

發
芽

は
別
に
異
状
な
く
其
後
数

回
の
降
灰
及
ひ
灰
雨
に
會
す

る
も
成
育
上
差
し
た

る
被
害
な
く
、
よ
く
繁
茂

せ
り
、
然
る
に
八

月
十
六
日
の
暴
風
雨

の
た
め
吹
き
荒

さ
れ
遂

に
開
花
せ
る
も
結
實
す
る
こ
と
少
な
し

◎
甘
藷
區

苗
は
五
月
三
十
日
挿
植
し
た
る

も
六
月
三
日
の
鹽
風
及
灰
雨

の
爲

め
全
く
枯
死
す

る
に
至
る
、
仍

て
再
植
し
た
る
も
入
梅
よ
り

の
旱
天
の
爲

め
乾
燥
し
發
育
宜
し
か
ら
ざ
り
し
が
其
後

の
降
雨
に
て
次
第
に
恢
復

し
十
月
末
に
於
て
拳
大
の
も
の
を
收

穫
し
た

り、
然
れ
と
も

一
般
に
收

量
少
し
、
其
形
状
を
檢
す
る
に
次

の
如
し



源
氏
(品
名
)
の
如
き
丸

形

の
薯

に
て
降
灰
地
に
産
し
た
る
も
の
は
小
指

大
の
長
さ

一
尺
位
の
尾
根
を
付
け
誠
に
畸
形

な
り
、
之

れ
降
灰
地
は
輕
石
多
く
し
て
肥
料
及
水
分

の
保
收

力
な
く
爲

め
に
之
れ
等
養
分
の
下
降

に
連
れ
薯

の
先
端
も
肥
料
及
水
分
と

共

に
下
向
し
て
輕
石
聞
に
育

つ
故

に
斯

の
如
き
畸
形

を
呈
す

る
に
あ
ら
ず

や
と
考

へ
ら

る

此
等

の
薯
は
煮
食
す

る
に
繊
維
固
く
し
て
肉
脆
く
昧
下
等
な
り

◎
粟

發
育
す
る
迄

は
別
に
變

化
な
か
り
し
も
八
月
中

の
旱
天
の
爲
め
次
第

に
枯
死
し
遂

に
八
月
十
六
日
よ
り

二
十
三
日
ま
で
の
天
候

に
て
全
部
枯
死
す

要
す

る
に
發
育
中
水
分
な
き
降
灰
土
に
あ

る
故

に
成
長
頗
る
不
良
な
り

◎
煙

草

苗

は
本
校

産
な
り
し
が
移
植
期
少
し
く
遲

れ
た
る
と
又

準
備
な
き
降
灰
地
の
乾
燥
畑
に
植
付
け
た
る
を
以
て
成
育
宜
し
か
ら
す

種

々
の
手
當
を
な
し
た

る
も
六
月

三
日
の
鹽

風
及
七
月
中
の
早
天
に
よ
り

漸
次
枯
死
し
て
無
收
と

な
る

各
區

作
物

の
各
月
状
況
表
の

一



一
二

右
の
結
果
を
見
る

に

落
花
生
、
大
豆
、
大
根
は
中
途
に
て
全
滅
し
た
る
は
誠

に
遺
憾
な
り
し
が
之
れ
も
降
灰
、
灰
雨
、
鹽

風
、
暴
風
雨
、
土
壌
と

の

關
係

に
よ
る
も

の
な
り

里
芋
の
收

穫
は
全
部
親
芋
に
し
て
子
芋
な
く
十
坪

の
收

量
は
僅
か
に
九
斤
半

に
し
て
之
れ
を

一
反
歩
に
換
算
す
れ
ば
四
十

五
貫

六
百
匁
に
相
當
し
、
平

作

の
里
芋
畑
の
收

量
に
比
す
れ
ば
十
分
之

一
に
當
ら
ず

陸
稻
は
刈
取
り

の
際
は
僅
か
に
丈
け
二
尺

に
充
た
ず
、
又

開
花
中
?

々
降
灰

に
會
し
た
る
爲

め
收
量
僅
か
に
籾

に
て
九
合
五
勺

藁

十
三
斤
半
を
得
た
り
、
之
れ
を
當
反
量

に
換
算
す
れ
ば
二
斗
八
升
五
合

、
普
通
畑
に
比
す
れ
ば
十
分
之

一
以
下
に
當
る



各
作
物
各
月
状
況

表

の
二

蕎
麥

は
成
育
宜
し
き
も
開
花
中
降
灰

の
爲
め

無
收
と

な
り

た
る
も
莖

葉
は
五
尺
餘

に
伸

ひ
た
る
も

の
も
あ
り

粟
、
煙
草
は
中
途

に
て
全
滅
し
た

る
は
遺
憾

な
り

甘
藷
は
僅

か
に
十
七
斤
半
即
ち
當
反
量
八
十
四
貫
、
之
れ
を
普
麺
畑
に
比
す
れ
ば
實

に
十
分
之

一
位
に
當
る

一
、
收

穫

(
但
し

一
區
は
十
坪
と

す
)十
三



一
四



當
試
驗

は
九
種
類

に
て
行
ひ
た
る
も
最
後
迄
成
績
の
擧
が
り
し
は
里
芋
、
陸
稻
、
甘
藷

の
三
種
に
し
て
他
は
中
途
滅
亡
に
歸
し

成
績
を
擧
ぐ

る
こ
と

能
は
ざ
り
し
は
遺
憾
な
り
、
然
れ
と
も
同
試
驗

は
大
正
四
年
度

に
於
て
も
繼
續

せ
る
に
よ
り

漸
次
各
成
績

を
擧

く
る
に
至
る
べ
し

一
五


